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国
見
町
長
を
11
月
26
日
を
も

っ
て
退
任
す
る
に
あ
た
り
、

町
民
の
皆
様
に
退
任
の
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

８
年
前
を
振
り
返
り
ま
す
と
国

見
町
は
、
東
日
本
大
震
災
、
そ
し

て
原
発
事
故
に
よ
る
被
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
が
進
ま
ず
、
町
民
の

皆
様
は
元
気
を
失
い
、
大
変
な
状

況
で
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、〝
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る

さ
と
国
見
町
を
何
と
か
し
た
い
〟

と
の
強
い
思
い
か
ら
町
長
選
挙
に

立
候
補
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
町

民
の
皆
様
の
絶
大
な
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
町
長
に
就
任
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

町
長
就
任
後
は
、
直
ち
に
「
東

日
本
大
震
災
復
旧
復
興
対
策
推
進

国
見
町
民
会
議
」
を
設
置
し
、
除

染
の
着
手
と
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
汚
泥
全
量
搬
出
な
ど
を
オ
ー
ル

国
見
で
強
力
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
取
り
組
み
、
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、

お
か
げ
さ
ま
で
、
予
定
よ
り
も
早

く
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
　

　

ま
た
、
被
災
し
た
役
場
庁
舎
の

早
期
再
建
を
は
じ
め
、
屋
内
遊
び

場
、
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
訓
練
所
、
小

坂
く
ら
し
館
、
あ
つ
か
し
歴
史
館

な
ど
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
農

産
物
の
風
評
払
拭
に
向
け
た
全
国

で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
、
健
康
づ

く
り
、
子
育
て
支
援
、
さ
ら
に
は

応
援
大
使
、
東
京
く
に
み
会
の
立

ち
上
げ
な
ど
交
流
連
携
に
も
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
同
時
に
、「
復

興
・
絆
」
元
気
活
力
事
業
と
し
て
、

町
民
の
皆
様
の
心
の
元
気
を
取
り

戻
す
た
め
、
義
経
公
行
列
の
復
活

や
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、

ふ
る
さ
と
祭
、フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
、

産
業
祭
な
ど
の
新
規
事
業
に
も
財

源
を
確
保
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、平
成
29
年
５
月
に
は
、

冨
永
町
長
、
佐
藤
町
長
時
代
か
ら

長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
「
道
の
駅

国
見
あ
つ
か
し
の
郷
」
が
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
と
交
流
連
携
の
拠
点
と

し
て
開
業
し
、
連
日
、
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
、
町
を
は
じ
め
、

地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し

て
お
り
ま
す
。

　

ご
案
内
の
よ
う
に
、
現
在
、
少

子
高
齢
化
の
加
速
に
よ
る
人
口
減

少
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
防
止
対
策
な
ど
の
課
題

も
あ
り
ま
す
が
、
国
見
町
に
は
、

「
道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷
」

な
ど
、
交
流
連
携
の
核
と
な
る
基

盤
が
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
施
設
と
そ
こ
に
暮
ら
す
国

見
町
民
が
オ
ー
ル
国
見
で
「
魅
力

あ
る
国
見
町
の
創
造
」
の
た
め
に

前
へ
前
へ
進
む
こ
と
で
、
国
見
町

は
合
併
し
な
く
て
も
町
と
し
て
未

来
に
向
け
、
継
続
的
に
維
持
発
展

が
で
き
る
も
の
と
強
く
確
信
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年
、

町
勢
発
展
の
た
め
、「
復
興
・
絆 

交
流
連
携 

国
見
の
未
来
を
み
ん

な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
全
力
で
町
政
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。こ
の
間
、

町
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
町
長

就
任
時
に
掲
げ
ま
し
た
５
つ
の
公

約
の
各
種
事
業
を
概
ね
達
成
で
き

た
も
の
と
判
断
し
、
こ
の
度
、
新

町
長
に
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
と
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
ま

で
来
れ
ま
し
た
の
も
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ

り
、
改
め
て
心
よ
り
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
、
退
任
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

太
田
町
政
８
年
間
の
主
な
軌
跡

　

２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）
～

11
月
・
太
田
町
政
ス
タ
ー
ト
。
27
日
に
初
登
庁
し
、
力
強
く
あ
い
さ
つ
①

12
月
・
東
日
本
大
震
災
復
旧
復
興
対
策
推
進
国
見
町
民
会
議
を
設
置
②

　

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
～

６
月
・
町
民
会
議
で
住
宅
除
染
着
手
と
町
内
５
方
部
の
仮
置
場
が
決
定

９
月
・「
第
18
回
義
経
ま
つ
り
」
で
義
経
公
行
列
が
復
活

10
月
・
震
災
後
初
の
全
町
民
対
象
「
総
合
防
災
訓
練
」
を
実
施

11
月
・「
明
日
へ
。
復
興
・
き
ず
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
を
初
開
催
③

11
月
・
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
保
管
汚
泥
全
量
搬
出
へ
覚
書
を
県
と
締
結
④

  退任のごあいさつ ８年間の感謝を込めて

　

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
～

３
月
・「
奥
州
街
道
ど
真
ん
中
！  

春
の
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
」
を
初
開
催

６
月
・「
国
見
ル
ネ
サ
ン
ス
（
ふ
る
さ
と
祭
）」
を
初
開
催

８
月
・
首
相
官
邸
で
桃
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
。
安
倍
総
理
と
懇
談
⑤

10
月
・
幼
小
中
一
貫
教
育
事
業
「
く
に
み
っ
こ
祭
り
」
を
初
開
催

11
月
・
町
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
「
東
京
く
に
み
会
」
を
初
開
催

　

２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
～

２
月
・
東
北
の
町
村
で
初
め
て
「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
が
国
か
ら
認
定
⑥

４
月
・
旧
小
坂
小
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、「
小
坂
く
ら
し
館
」
が
オ
ー
プ
ン

５
月
・
被
災
３
県
で
最
速
と
な
る
「
役
場
新
庁
舎
」
が
開
庁

５
月
・「
国
見
町
合
併
60
周
年
記
念
式
典
」
を
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
挙
行

12
月
・
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

２
０
２
０
年
（
令
和
２
年
）
～

４
月
・
町
内
企
業
と
連
携
し
て
、
町
民
へ
布
マ
ス
ク
を
配
布

８
月
・
花
火
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
希
望
の
光
を
灯
し
た
「
光
の
祭
典
」

３
月
・
木
育
推
進
へ
「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」
宣
言

３
月
・
国
見
の
食
を
再
発
見
「
食
の
文
化
祭
」
を
初
開
催

４
月
・
地
域
で
支
え
合
う
介
護
予
防
事
業
「
通
い
の
場
」
が
ス
タ
ー
ト

８
月
・
国
見
町
結
婚
世
話
や
き
人
が
活
動
ス
タ
ー
ト

　

２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）
～

１
月
・
旧
大
木
戸
小
が
国
見
町
文
化
財
セ
ン
タ
ー
「
あ
つ
か
し
歴
史
館
」
へ

1
月
・
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
の
下
水
汚
泥
の
全
量
搬
出
が
完
了

５
月
・「
道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷
」
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
⑦

10
月
・
特
別
栽
培
米
「
く
に
み
米
」
が
誕
生

12
月
・
県
北
中
生
徒
が
デ
ザ
イ
ン
、
国
見
町
「
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
」
が
完
成

　

２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）
～

２
月
・

４
月
・
農
業
の
担
い
手
育
成
へ
「
く
に
み
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
訓
練
所
」
が
開
校
⑧

６
月
・
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
「
く
に
み
さ
さ
え
愛
」
活
動
が
ス
タ
ー
ト

９
月
・
歴
史
公
園
整
備
に
向
け
て
「
阿
津
賀
志
山
防
塁
整
備
計
画
」
策
定

10
月
・
子
ど
も
た
ち
の
思
い
を
町
政
へ
「
子
ど
も
議
会
」
を
初
開
催

  

２
０
１
９
年
（
令
和
元
年
）
～

６
月
・
交
流
連
携
の
カ
タ
チ
「
く
に
み
道
の
駅
大
交
流
フ
ェ
ス
タ
」
を
初
開
催

７
月
・
く
に
み
版
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
が
ス
タ
ー
ト

９
月
・
町
の
遊
休
施
設
が
交
流
拠
点
「
ア
カ
リ
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン

10
月
・
台
風
19
号
が
直
撃
。
町
に
も
甚
大
な
被
害
が

11
月
・
伝
統
を
次
の
世
代
へ
「
国
見
町
伝
統
文
化
親
子
体
験
フ
ェ
ス
タ
」

　

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
～

３
月
・「
東
日
本
大
震
災
を
考
え
る
町
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催

国
見
町
長
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県
内
で
２
番
目
に
長
い
記
録
「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
５
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０
０
日
達
成
」
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